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愛
の
よ
ろ
こ
び
の
家
族
年

２
０
２
１
年
３
月
19
日
～�

�

２
０
２
２
年
６
月
26
日

名
古
屋
教
区
設
立
100
周
年

教
区
聖
年

２
０
２
２
年
２
月
13
日
～

２
０
２
３
年
５
月
28
日
聖
霊
降
臨
の
主
日

神
言
神
学
院
で
は
５
人
の

神
学
生
が
終
生
誓
願
を
宣
立

し
、
３
月
９
日
に
終
生
誓
願

式
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
５

人
の
内
、
２
人
の
神
学
生
が

助
祭
叙
階
の
恵
み
を
う
け
る

運
び
と
な
り
、
同
神
学
院
に

お
い
て
、
名
古
屋
教
区
長�

ミ
カ
エ
ル
松
浦
悟
郎
司
教
の

司
式
に
よ
り
３
月
12
日
に
助

祭
叙
階
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
助
祭
に
叙
階
さ
れ
た
の

は
、ア
ン
デ
レ・ト
ル
ウ
ン・

ゴ
ー
・
ホ
ム
さ
ん
と
、
傍そ

ば

島じ
ま

義よ
し

雄お

さ
ん
。《
写
真
》。

叙
階
の
儀
に
入
り
、
助
祭

候
補
者
の
呼
び
出
し
、
本
人

れ
訓
話
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
助
祭
の
独
身

と
受
階
の
意
思
表
明
、
従
順

の
約
束
が
行
わ
れ
た
。
二
人

は
は
っ
き
り
と
「
ハ
イ
、
誓

い
ま
す
」
と
固
い
決
意
で
返

事
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

松
浦
司
教
に
よ
る

按
手
が
行
わ
れ
た

の
ち
、
ダ
ル
マ
チ

カ
の
着
衣
が
あ

り
、
司
教
の
前
に

膝
ま
ず
い
て
、
司

教
よ
り
聖
書
の
授

与
が
行
わ
れ
た
。

新
助
祭
を
迎
え

る
式
が
行
わ
れ
、

光
山
相
泰
助
祭
と

早
川
和
彦
助
祭
の

歓
迎
を
受
け
た
。

２
人
は
助
祭
団
に

の
確
認
が
行
わ
れ
た
後
、
松

浦
司
教
は
２
人
に
向
か
っ
て

「
叙
階
準
備
の
た
め
黙
想
会

等
を
行
っ
て
準
備
さ
れ
た
事

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
先
日
２

人
が
司
教
館
を
訪
れ
て
、
私

の
前
で
「
信
仰
宣
言
」
を
唱

え
、「
忠
誠
の
誓
い
」
を
行

い
ま
し
た
。
更
に
３
日
前
に

神
言
会
の
終
生
誓
願
を
立

て
、
今
日
、
助
祭
叙
階
式
に

臨
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
い

ま
か
ら
「
助
祭
の
務
め
に
つ

い
て
と
、
こ
こ
で
更
に
幾
つ

か
の
約
束
事
を
致
し
ま
す
。

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

な
ど
が
あ
り
ま
す
」
と
話
さ

温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
、
会

場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
一
般
参
加

は
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ

の
様
子
はSV

D
japanT

V

チ
ャ
ン
ネ
ルyoutube

で

配
信
さ
れ
た
。

背
け
る
こ
と
な
く
、
真
剣
に

取
り
組
む
こ
と
。
そ
し
て
神

の
恵
み
の
印
で
あ
る
教
会

が
、
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で

い
け
る
よ
う
に
」
と
意
向
を

述
べ
た
。

共
同
祈
願
で
は
、

１
．
慈
し
み
の
神

が
被
害
者
に
い
や

し
を
与
え
て
く
れ

る
よ
う
に

２
．
加
害
者
が
事

実
を
認
め
謝
罪
す

る
よ
う
に

３
．
聖
職
者
が
使

命
を
全
う
で
き
る

よ
う
に

４
．
私
た
ち
が
良

心
に
目
覚
め
、
弱

し
て
日
本
の
教
会
の
た
め
に

働
い
て
い
ま
す
。
大
分
教
区

で
は
２
０
２
０
年
12
月
に
前

司
教
で
あ
る
浜
口
司
教
が
亡

く
な
っ
た
後
、
司
教
空
位
が

続
き
、
司
教
任
命
を
待
ち
望

ん
で
い
ま
し
た
。

大
分
教
区
が
新
し
い
司
教

と
共
に
宣
教
司
牧
に
一
つ
に

な
っ
て
向
か
わ
れ
る
よ
う
に

心
か
ら
祈
る
と
と
も
に
、
司

教
団
の
一
員
と
し
て
も
日
本

の
教
会
の
た
め
に
も
働
か
れ

る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま

す
。な

お
、
叙
階
式
な
ど
の
こ

と
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
３
か
月
以

内
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

�

感
謝
の
う
ち
に

い
人
、
子
ど
も
を
守
れ
る
よ

う
に
、
と
祈
っ
た
。

ミ
サ
の
終
り
に
岩
崎
一
二

三
神
父
に
よ
り
、
名
古
屋
教

区
の
決
意
表
明
が
読
ま
れ
、

二
度
と
性
虐
待
を
起
こ
さ
な

い
決
意
を
し
た
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
意

向
に
従
い
、
日
本
の
司
教
団

が
毎
年
、
四
旬
節
第
２
金
曜

日
に
定
め
た
「
性
虐
待
被
害

者
の
た
め
の
祈
り
と
償
い
の

日
」
の
ミ
サ
が
、
３
月
18
日

に
日
本
全
国
の
教
会
で
捧
げ

ら
れ
た
。
名
古
屋
教
区
に
於

い
て
も
布
池
司
教
座
聖
堂
の

朝
７
時
の
ミ
サ
で
、
松
浦
悟

郎
司
教
と
３
人
の
司
祭
に

よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
。

ミ
サ
を
捧
げ
る
に
あ
た
り

松
浦
司
教
は
、「
性
被
害
に

苦
し
む
被
害
者
の
た
め
に
、

教
会
が
こ
の
事
実
か
ら
目
を

教区ホームページ

福音の
ひびき

5月の説教者

1 日　復活節第3主日
平澤　忠雄
（布池教会）

8 日　復活節第4主日
ダシオン・ブルーノ
（神言修道会）

15日　復活節第5主日
光山　相泰

（美濃加茂教会）
22日　復活節第6主日
モルク・フランシスクス・アシジ

（岡崎教会）
29日　主の昇天

光山　相泰
（美濃加茂教会）

神
言
修
道
会
終
生
誓
願
式

�
及
び
助
祭
叙
階
式

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の

祈
り
と
償
い
の
日

＋
主
の
平
和

こ
の
度
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
、
こ
れ
ま
で
空
席
に

な
っ
て
い
た
大
分
教
区
の
司

教
に
森
山
信
三
神
父
（
福
岡

教
区
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

森
山
信
三
神
父
は（
63
歳
）

は
福
岡
教
区
の
教
区
司
祭
で

す
が
、
現
在
、
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
協
議
会
の
事
務
局
長
と

大
分
教
区
司
教
の

大
分
教
区
司
教
の  

任
命
に
つ
い
て

任
命
に
つ
い
て

助祭に叙階されたアンデレ・トルウン・ゴー・ホー
ム（左）さん、松浦司教（中央）と傍島義雄（右）さん。

性被害に苦しむ被害者のために祈りとミサを捧げる。

る
体
制
で
宣
教
司
牧
を
行
っ

て
い
た
の
で
任
命
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
２
０
２
３
年
度

以
降
の
こ
と
に
つ
い
て
は
カ

ル
メ
ル
会
と
相
談
の
上
、
決

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
赴

任
は
、
２
０
２
２
年
４
月
１

日
か
ら
で
、
平
田
豊
彦
神
父

の
居
住
は
引
き
続
き
布
池
教

会
で
す
。

〇
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

八
熊
教
会　

主
任
司
祭

Fr.
平
田
豊
彦
（
教
区
司
祭
）

＊
布
池
教
会
共
同
司
牧
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
か
ら
。

〇
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

布
池
教
会　

主
任
司
祭

Fr.
北
村
雅
彦
（
教
区
司
祭
）

協
力
司
祭　

Fr.
ジ
ュ
ン
・
ペ

ラ
ル
タ
（
神
言
会
）、
Fr.
岩

崎
一
二
三
（
教
区
司
祭
）、

Fr.
平
澤
忠
雄
（
教
区
司
祭
）

＋
主
の
平
和

先
日
の
第
一
次
人
事
発
表

で
、
こ
れ
ま
で
主
任
司
祭
の

古
川
利
雅
神
父
と
共
に
日
比

野
教
会
、
八
熊
教
会
を
担
当

し
て
い
た
志
村
武
神
父
が
東

京
に
異
動
す
る
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
カ

ル
メ
ル
会
と
し
て
は
交
代
の

司
祭
を
送
る
こ
と
が
難
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
急

き
ょ
、
布
池
教
会
か
ら
平
田

豊
彦
神
父
を
八
熊
教
会
の
主

任
司
祭
に
任
命
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

布
池
教
会
は
現
在
、
２
人

の
共
同
司
牧
チ
ー
ム
司
祭

と
、
３
人
の
協
力
司
祭
に
よ

教
区
の
皆
さ
ま

�

教
区
司
教　

松
浦
悟
郎

２
０
２
２
年
度

�

第
二
次
人
事
異
動

名
古
屋
区
の
皆
さ
ま

�

司
教　

松
浦
悟
郎

司祭約束の更新で、司祭の務めを問う松浦司教

聖
香
油
ミ
サ
と

司
祭
・
修
道
者
の
金
銀
祝

聖
週
間
の
水
曜
日
に
名
古

屋
カ
テ
ド
ラ
ル
布
池
教
会

で
、
松
浦
悟
郎
司
教
と
名
古

屋
教
区
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

司
祭
た
ち
に
よ
る
聖
香
油
ミ

サ
が
４
月
13
日
に
執
り
行
わ

れ
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
司
祭
入
堂
は
代
表
者

の
み
で
行
わ
れ
た
。

聖
香
油
ミ
サ
で
は
そ
の
年

に
用
い
ら
れ
る「
病
者
の
油
」

と
「
洗
礼
志
願
者
の
油
」
の

祝
福
、「
聖
香
油
」
の
聖
別

が
行
わ
れ
、
ま
た
司
祭
の
約

束
の
更
新
が
行
わ
れ
る
。

松
浦
司
教
は
説
教
で
、
ま

ず
司
祭
た
ち
に
向
か
っ
て
、

「
今
日
は
大
き
な
喜
び
の
日

で
す
。
ま
た
司
祭
と
司
教
の

深
い
つ
な
が
り
を
示
す
日
で

も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
、

昔
神
学
校
の
食
堂
の
壁
に
詩

編
１
３
３
の
言
葉
が
書
い
て

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
こ

の
中
に
聖
香
油
ミ
サ
の
す
べ

て
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
述
べ
た
。

詩
編
１
３
３
は
油
に
つ
い

て
書
い
て
あ
る
が
、
司
教
は

油
が
し
た
た
り
落
ち
る
意
味

を
、「
救
い
を
待
ち
望
む
す

べ
て
の
人
に
注
が
れ
る
た
め

に
主
が
私
た
ち
（
司
祭
）
に

油
を
注
い
だ
の
で
す
。
主
が

祝
福
さ
れ
た
油
を
私
た
ち

（
司
祭
）
が
途
中
で
止
め
て

は
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
し

ん
ど
い
時
で
も
、
求
め
る
人

が
来
た
ら
、
心
か
ら
そ
の
求

め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
神
の
心
を
表
す
共
同
体

と
な
る
よ
う
に
」
と
示
唆
し

た
。
最
後
に
、「
今
戦
っ
て

い
る
戦
地
で
も
見
え
る
形
で

祝
福
と
平
和
が
実
現
し
ま
す

よ
う
に
。
そ
の
油
が
世
界
に

渡
り
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
り

で
結
ん
だ
。

説
教
に
続
い
て
「
司
祭
の

約
束
の
更
新
」
が
行
わ
れ
、

司
祭
た
ち
は
司
教
の
一
つ
一

つ
の
問
い
か
け
に
、「
は
い
」

と
力
強
く
答
え
た
。
列
席
の

信
徒
に
向
か
っ
て
は
、
司
祭

の
た
め
、
ま
た
司
教
の
た
め

の
祈
り
を
願
っ
た
。

聖
香
油
ミ
サ
閉
祭
の
儀
の

前
に
、
名
古
屋
教
区
で
福
音

宣
教
に
熱
意
を
燃
や
し
、
現

在
も
活
躍
し
て
い
る
司
祭
、

修
道
者
、
奉
献
生
活
者
の
金

銀
祝
が
行
わ
れ
た
。
司
教
は

金
銀
祝
を
受
け
る
人
た
ち
に

対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
か

け
、
一
人
ひ
と
り
に
記
念
品

と
花
束
を
贈
っ
た
。
金
銀

祝
を
受
け
た
人
た
ち
は
ひ
と

り
ず
つ
謝
意
を
述
べ
た
。
金

祝
の
ダ
ン
フ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ル

タ
ー
神
父（
神
言
会
）は「
親

戚
の
パ
ー
セ
ル
神
父
（
名
古

屋
教
区
港
教
会
設
立
に
尽
力

し
た
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
の
司

祭
）
の
影
響
で
司
祭
に
な
っ

た
」
と
力
を
込
め
た
。
九

里
彰
神
父
（
カ
ル
メ
ル
会
）

は
、
あ
る
シ
ス
タ
ー
に
「
自

分
の
思
い
の
ま
ま
に
動
い
て

来
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

こ
で
そ
れ
を
捨
て
て
神
様
の

思
い
に
従
う
べ
き
で
は
な
い

の
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

挙
げ
、「
神
は
い
ろ
い
ろ
な

人
を
通
し
て
つ
か
わ
し
て
く

だ
さ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
シ

ス
タ
ー
永
井
和
子
は
「
弱

か
っ
た
の
で
50
年
も
つ
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」
と

祈
り
と
支
え
に
感
謝
を
表
し

た
。
ま
た
、
神
言
会
で
助
祭

叙
階
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ
・
ト

ル
ウ
ン
・
ゴ
ー
・
ホ
ム
助
祭

と
傍
島
義
雄
助
祭
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

森山信三被選司教様
（福岡教区）

香油の聖別をする松浦司教と司祭団
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ペ
ト
ロ
中
村
倫
明
大
司
教
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
で
ペ
ト
ロ
中
村
倫
明
大
司

教
の
着
座
式
が
２
月
23
日

㈬
、
浦
上
司
教
座
聖
堂
で
の

ミ
サ
の
中
で
執
り
行
わ
れ

た
。《
写
真
》　

髙
見
大
司
教

様
か
ら
中
村
大
司
教
様
へ
、

第
10
代
長
崎
大
司
教
に
就
任

し
た
。
着
座
式
ミ
サ
は
長
崎

教
区
のY

outube

チ
ャ
ン

ネ
ル
で
動
画
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

h
ttp
s://y

ou
tu
.b
e/

svW
O
K
N
u1H
U
4

ガ
ク
タ
ン
・
エ
ド
ガ
ル
司
教
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
教
区

の
新
司
教
・
エ
ド
ガ
ル
・

ガ
ク
タ
ン
（ED

GA
R 

GA
CU
T
A
N

）
の
叙
階
式

が
３
月
19
日
㈯
に
、
仙
台

教
区
カ
テ
ド
ラ
ル
元
寺
小

路
教
会
大
聖
堂
で
、
菊
地

功
大
司
教
（
東
京
大
司
教

区
）
の
司
式
に
よ
り
、
司
教

叙
階
式
と
着
座
式
ミ
サ
が

行
わ
れ
た
。《
写
真
》。
叙

階
式
の
様
子
は
動
画
配
信

U
RL

：https://youtu.
be/8N

ZGupfiRt8

で
ご
覧

い
た
だ
け
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
武
力
侵
攻
は
、
２
月

24
日
に
発
生
し
て
か
ら
ま
も

な
く
一
ヶ
月
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

戦
争
状
態
は
継
続
し
て
お

り
、
平
和
と
は
ほ
ど
遠
い
現

実
が
、
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
が
危
機
に
直
面
し

て
い
る
こ
の
状
況
を
憂
慮
さ

れ
、
平
和
を
求
め
る
た
め
に

様
々
に
努
力
を
続
け
て
お
ら

れ
る
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

は
、
聖
母
の
取
り
次
ぎ
に
よ

る
平
和
を
求
め
て
、
来
る
３

月
25
日
㈮
神
の
お
告
げ
の
祭

日
の
ロ
ー
マ
時
間
午
後
５
時

（
日
本
時
間
３
月
26
日
午
前

１
時
）
に
、
聖
ペ
ト
ロ
大
聖

堂
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
聖
母
マ
リ
ア
の

汚
れ
な
き
み
心
に
奉
献
さ
れ

ま
す
。

な
お
３
月
25
日
は
、
１
９

８
４
年
に
教
皇
ヨ
ハ
ネ
パ
ウ

ロ
２
世
が
ロ
シ
ア
を
聖
母
マ

リ
ア
の
汚
れ
な
き
み
心
に
奉

献
し
た
日
で
も
あ
り
ま
す
。

教
皇
様
は
、
全
世
界
の
司

教
た
ち
に
、
ま
た
司
教
を
通

じ
て
す
べ
て
の
信
者
に
、
こ

の
奉
献
に
一
致
し
て
祈
る
よ

う
に
と
呼
び
か
け
、
で
き
れ

ば
同
じ
時
間
に
祈
り
を
捧
げ

る
よ
う
に
と
招
い
て
お
ら
れ

ま
す
。

当
日
の
た
め
に
準
備
さ
れ

る
祈
り
は
、
現
時
点
で
は
ま

だ
教
皇
庁
か
ら
届
い
て
い
ま

せ
ん
が
、
届
き
次
第
、
可
能

で
あ
れ
ば
翻
訳
を
間
に
合
わ

せ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
公
式
の

祈
り
が
間
に
あ
わ
な
い
場
合

で
も
、
教
皇
様
の
意
向
に
心

を
あ
わ
せ
、
平
和
の
た
め
に

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
な
ど
を
お

捧
げ
く
だ
さ
い
。
ま
た
教
皇

様
の
奉
献
と
の
同
時
刻
は
日

本
で
は
深
夜
で
す
の
で
、
祈

り
を
捧
げ
る
の
は
翌
朝
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
具
体
的
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
司
教

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て

お
祈
り
く
だ
さ
い
。

聖
母
の
取
り
次
ぎ
に
よ
っ

て
、
神
の
平
和
が
こ
の
地
上

に
も
た
ら
さ
れ
、
特
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
地
に
平
和
が
確
立

さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
賜

物
で
あ
る
い
の
ち
が
そ
の
尊

厳
を
守
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

教
皇
様
と
心
を
あ
わ
せ
て
と

も
に
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ

う
。

�

２
０
２
２
年
３
月
23
日

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教

�

協
議
会　

会
長

�

カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教

�

菊
地
功

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

Ｈ
Ｐ
よ
り
）

第
34
回
目
と
な
る
名
古
屋

教
区
障
害
者
連
絡
会
の
四
旬

節
黙
想
会
が
３
月
26
日
、
南

山
教
会
マ
リ
ア
館
で
開
か
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
心
に
ひ
び

い
て
い
ま
す
か　

神
の
恵
み

を
」。
こ
の
黙
想
会
に
は
一

般
の
人
を
含
め
て
約
50
人
が

参
加
し
た
。
黙
想
会
は
講
師

の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
・
パ

ヴ
ォ
ル
神
父
（
南
山
教
会
主

任
司
祭　

神
言
会
）
が
一
日

指
導
を
行
っ
た
。

司
会
者
よ
り
パ
ヴ
ォ
ル
神

父
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹
介

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長
の
菊
地
功
大
司
教
か

ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
に
平
和
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
共
に
祈

る
よ
う
に
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
教
区

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
教
区

ペ
ト
ロ
中
村

ペ
ト
ロ
中
村
倫倫み
ち
み
ち

明明あ
き
あ
き

大
司
教
様
の
着
座
式

大
司
教
様
の
着
座
式

カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
教
区

カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
教
区

エ
ド
ガ
ル
・
ガ
ク
タ
ン

エ
ド
ガ
ル
・
ガ
ク
タ
ン

司
教
様
の
叙
階
式

司
教
様
の
叙
階
式

大司教座に着座するペトロ
中村倫明大司教。

菊地功大司教より按手を受ける
エドガル・ガクタン司教

黙想会の講話で神の恵みを	
話すF・パヴォル神父

カ障連の新役員の皆さん

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
皆
様

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
を
聖
母
マ
リ
ア

の
汚
れ
な
き
み
心
に
奉
献
す
る

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
心
を
あ
わ
せ
て

第
34
回
名
古
屋
教
区
障
害
者

連
絡
会
の
四
旬
節
黙
想
会

～
障
害
を
も
つ

�

人
々
と
共
に
～

名
古
屋
教
区
障
害
者
連
絡

会
の
２
０
２
１
年
度
総
会
が

３
月
26
日
、
四
旬
節
黙
想
会

後
に
南
山
教
会
マ
リ
ア
館
で

開
か
れ
た
。

総
会
で
は
、
２
０
２
１
年

度
活
動
報
告
と
会
計
決
算

報
告
、
ま
た
規
約
の
改
正
、

２
０
２
２
年
度
事
業

計
画
（
案
）
と
会
計

予
算
（
案
）
が
審
議

さ
れ
全
員
の
拍
手
を

も
っ
て
承
認
可
決
さ

れ
た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
改
選
も

行
な
わ
れ
た
。《
写

真
》（
敬
称
略
）。
任

期
は
２
０
２
２
年
４

月
１
日
か
ら
２
０
２

５
年
３
月
31
日
ま

で
。

協
力
司
祭　

山
野
聖

嗣
（O

.S.A

）、
会
長　

富
永
諒
、
副
会
長　

久
保
田
忠
郎
（
会

報
担
当
）、
副
会
長　

平
出
孝
（
黙
想
会
担

さ
れ
「
１
９
７
９
年
ス
ロ
バ

キ
ア
に
生
ま
れ
、
２
０
０
１

年
神
言
修
道
会
ス
ロ
バ
キ
ア

管
区
に
志
願
生
と
し
て
入

る
。２
０
０
９
年
司
祭
叙
階
、

２
０
０
９
年
11
月
来
日
、
２

年
半
は
日
本
語
の
勉
強
を
し

て
、
秋
田
、
多
治
見
、
盛
岡

と
仙
台
で
司
牧
し
、
２
０
２

０
年
４
月
よ
り
南
山
教
会
主

任
を
務
め
る
。
大
き
な
お
恵

み
は
毎
日
ご
ミ
サ
を
捧
げ
る

こ
と
と
、
福
音
宣
教
が
第
一

番
だ
が
、
好
き
な
こ
と
は
山

登
り
」
と
紹
介
し
た
。

講
話
に
先
立
ち
カ
障
連
会

長
の
富と

み

永な
が

諒ま
こ
とさ
ん
よ
り
「
今

日
は
寒
さ
が
戻
っ
て
き
た
よ

う
だ
。
心
は
温
か
く
し
て
、

一
日
神
様
の
言
葉
を
聴
く
こ

と
に
し
ま
す
。
一
日
よ
ろ
し

く
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
講
話
に
入
り
パ

ヴ
ォ
ル
神
父
は
「
心
に
ひ
び

い
て
い
ま
す
か　

神
の
恵
み

を
」
の
テ
ー
マ
か
ら
、
①
神

の
恵
み
を
探
し
求
め
る
人

間
。
②
神
の
恵
み
に
満
た
さ

れ
て
い
る
存
在
。
③
神
の
恵

み
に
よ
る
新
し
い
生
き
方
。

に
つ
い
て
詳
し
く
語
っ
た
。

11
時
過
ぎ
か
ら
四
旬
節
第
３

主
日
ミ
サ
が
パ
ヴ
ォ
ル
神
父

司
式
に
よ
り
捧
げ
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
別

の
分
か
ち
合
い
が
行
わ
れ
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
全
体
会
も
行
わ
れ
各

組
の
代
表
者
が
意
見
を
ま
と

め
発
表
し
た
。
パ
ヴ
ォ
ル
神

父
か
ら
黙
想
会
の
講
評
が
お

こ
な
わ
れ
、最
後
に
一
言「
い

つ
で
も
南
山
教
会
を
お
使
い

く
だ
さ
い
」
と
宣
伝
も
あ
っ

た
。黙

想
会
を
主
催
し
た
の
は

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
障

害
者
連
絡
会
と
カ
リ
タ
ス
福

祉
委
員
会
。
ま
た
、
赦
し
の

秘
跡
の
た
め
に
暮
林
響
神
父

（
神
言
会
）
も
協
力
し
た
。

当
）、
副
会
長
（
新
）
入
口

母
絵
（
つ
ど
い
担
当
）、会
計　

深
田
逸
子
、
書
記　

富
永
里

美
、
役
員　

江
戸
徹
、
役
員　

山
田
昭
義
、
役
員
（
新
）
辻

直
哉
、
役
員
（
新
）
浅
井
綾

子
、
事
務
局
長　

空
席
、
会

計
監
査　

下
村
明
子
。

世
界
召
命
祈
願
の
日

５
月
８
日

神
の
招
き
は
人
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
が
、
自
分
に
対

す
る
神
の
望
み
を
祈
り
つ
つ

探
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
近
年
、
司
祭
や
修
道
者

の
減
少
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
と
く
に
「
世
界
召

命
祈
願
の
日
」
に
は
、
司

祭
、
修
道
者
へ
の
招
き
（
召

命
）
に
一
人
で
も
多
く
の
人

が
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
日
は
聖
パ
ウ
ロ

六
世
教
皇
に
よ
っ
て
１
９
６

４
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
広
報
の
日
・
献
金

５
月
22
日

福
音
宣
教
は
わ
た
し
た
ち

の
使
命
で
す
。
福
音
宣
教
の

分
野
の
中
で
も
特
に
新
聞
、

雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
広
報
媒
体
を
用
い
て
行
う

宣
教
に
つ
い
て
教
会
全
体
で

考
え
、
反
省
し
、
祈
り
、
献

金
を
捧
げ
る
日
で
す
。
広
報

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
広

報
を
通
し
て
社
会
と
人
々
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る

か
を
考
え
る
事
が
大
切
で

す
。
１
９
６
７
年
以
来
、
毎

年
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ

れ
て
い
る
。

クリスマス献金のお礼とご報告
　待降節よりお願いいたしました「クリスマス献金」は、次のように集計されま
した。支援先と共にご報告申し上げます。2021年度は教会・修道会・病院・幼稚園・
個人の方々より43件1,287,260円（振込手数料引き去り後金額）をいただきました。
　ご協力、誠にありがとうございました。支援をさせていただいたのは下記の
団体です。心より感謝申し上げます。

支　　　援　　　先 支援金（単位円）
福信館・炊き出し部 　　287,260
福信館建設 20,000
岐阜ダルク 80,000
名古屋ダルク 50,000
三河ダルク 50,000
リカバリーセンターフェロー・名古屋マック 50,000
NPO法人セカンドハーベスト名古屋 300,000
RASAジャパン 50,000
愛知聖ルカセンター ･国際こども学校を支援する会 50,000
いこいの家 50,000
名古屋教区・外国人生活困窮者支援シェルター※ 300,000

合　　　計 1,287,260
※�名古屋教区・外国人生活困窮者支援シェルターとは、難民移住移動者委員
会を中心に名古屋教区に滞在する外国人の危機的な状況から身を守るため
の一時的避難所で、コロナにより職を失い住む場所もなくなった技能実習
生など利用。2020年から男性、女性用として 2 か所に設置し支援を開始。
今後とも皆様のご理解、ご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。
� （運営担当 : 愛の実行運動本部）
　　　　　　名古屋教区カリタス福祉委員会
　　　　　　〒466-0037　名古屋市昭和区恵方町2-15
　　　　　　電話 052-852-1426　Fax 052-852-1422

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
障
害
者
連
絡
会
の 

総
会
が
開
か
れ
る

2022年度正義と平和委員会学習会
年間テーマ「やられた方から歴史を見る」

― 誰一人置き去りにしない ―
〈趣旨〉
　やられた方から歴史を見るということは、イエ
スに従う私たちの現実に対する姿勢につながり
ます。社会も、組織も、誰一人残さないことを
軸とする包摂的ないのちのつながりとなる営み
が、現代の福音の生き方であると信じています。
� ― 弘田しずえ『福音宣教』22，1月号 ―

5月の学習会
日　時　 5月13日（金）10：30～
場　所　福信館
テーマ　基本的人権
講　師　浅野幸治さん
　　　　（正平委々員、豊田工業大学教員）
問合せ　カトリック名古屋教区
　　　　正義と平和委員会
　　　　〒461-0004
　　　　�名古屋市東区葵2-6-29　福信館気付
　　　　fax 052-935-7195

次回予告
　 7月 8日（金）10：30～　場所　福信館
　テーマ　ミャンマーの人たちと連帯して　
　講　師　馬島浄圭さん（妙本寺住職）



（ 3 ）	 ２ ０ 22  年 5 月 1 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 2 3 号）

２
０
２
２
年
金
銀
祝
の
方
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
２
年
金
銀
祝
の
方
か
ら
の

２
０
２
２
年
金
銀
祝
の
方
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

司
祭
叙
階
、修
道
者
、奉
献

生
活
者
誓
願
の
方
、金
銀
祝
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
金
銀
祝
を
受

け
ら
れ
た
方
よ
り
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
の

で
、
一
部
抜
粋
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
敬
称
略

司
祭
銀
祝　

Fr.
フ
ェ
レ
イ
ラ
・
デ
・
メ
ロ　

テ
ィ
ヴ
ィ
ノ　

ア
ン
セ
ル
モ

（
神
言
修
道
会
）

「
私
の
家
族
は
、
16
人
の

子
供
の
う
ち
、
私

だ
け
が
司
祭
の
道

に
進
み
ま
し
た
。

そ
の
願
望
を
達
成

す
る
の
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。幸
い
に
も
、

私
は
大
都
市
に
住

む
よ
う
に
と
の
招

待
状
を
受
け
、
神

言
会
を
知
る
機
会

を
得
ま
し
た
。
１

９
９
７
年
１
月
18

日
に
司
祭
に
な
る

祝
福
を
受
け
た
。
ア
マ
ゾ
ン

で
８
年
近
く
働
い
た
の
ち
、

日
本
に
来
る
よ
う
に
召
さ
れ

ま
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
の
人
に

感
謝
し
、
三
河
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
一
緒
に
司
牧
活

動
を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
し
ま
す
」

司
祭
銀
祝　

Fr.
九く

の
り里　

彰あ
き
ら（

カ
ル
メ
ル
修

道
会
）

「
上
智
大
学
哲
学
科
で
イ

エ
ズ
ス
会
の
司
祭
や
シ
ス

タ
ー
や
友
に
出
会
い
、
洗
礼

の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
特
に
ク
ラ
ウ
ス
・

リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
神
父
に

は
学
問
だ
け
で
な
く
、
キ
リ

ス
ト
教
や
禅
の
指
導
を
受

け
、
師
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト

に
出
会
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、
奥

村
一
郎
神
父
と
出
会
い
、
カ

ル
メ
ル
会
へ
入
会
。
す
べ
て

は
神
の
恵
み
に
よ
る
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。」

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓
願

の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

金
祝

Sr.
永な

が

井い

和か
ず

子こ

（
聖
霊
奉
侍
布

教
修
道
女
会
）

「
洗
礼
を
授
け
て
く
だ

さ
っ
た
ス
イ
ス
人
の
神
父
様

や
ド
イ
ツ
人
の
シ
ス
タ
ー
と

の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
海
外

宣
教
に
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た

私
は
、「
神
の
み
旨
」
の
み

を
求
め
続
け
た
創
立
者
の
生

き
方
に
感
動
し
て
、
聖
霊
会

に
入
会
し
ま
し
た
。
韓
国
に

派
遣
さ
れ
、
韓
国
の
土
に
な

り
た
い
と
心
底
思
い
ま
し
た

が
、
残
念
で
す
が
怪
我
を
し

て
、９
年
後
に
日
本
に
戻
り
、

今
こ
こ
で
、姉
妹
と
共
に「
神

の
み
旨
」
を
求
め
な
が
ら
、

宣
教
使
命
を
果
た
し
て
行
き

た
い
。」

銀
祝

Sr.
石い

し

野の

清き
よ

子こ

（
ド
ミ
ニ
コ
会

聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
）

「
こ
れ
ま
で
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
神
様
の
お
恵
み
と
ご

保
護
に
、
そ
し
て
姉
妹
た
ち

の
愛
と
奉
仕
に
心
か
ら
の
感

謝
の
毎
日
で
す
。
全
て
の
人

の
救
い
を
願
い
、
平
和
の
恵

み
を
日
々
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。」

銀
祝

Sr.
吉よ

し

岡お
か

悦え
つ

子こ
（
ド
ミ
ニ
コ
会

聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
）

「
私
が
修
道
生
活
で
大
切

に
し
て
い
る
事
は
、
神
の
い

つ
く
し
み
と
あ
わ
れ
み
に
対

す
る
全
き
信
頼
と
感
謝
、
ゆ

だ
ね
で
す
。
そ
し
て
希
望
を

失
わ
ず
に
祈
り
、
日
々
の
み

旨
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
で

す
。
い
ま
世
界
は
特
に
祈
り

を
必
要
と
し
て
い
る
。
主
イ

エ
ス
と
共
に
全
教
会
と
心
を

合
わ
せ
て
、
日
々
、
祈
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

金銀祝の司祭で花束を受け取る司祭金祝のダン
フィー・ウォルター神父（右）と銀祝の九里彰神父（左）

【
報
告
事
項
】

１
．
新
成
人
を
祝
う
教
区
新

年
の
集
い
に
つ
い
て
は
、
教

区
ニ
ュ
ー
ス
２
月
号
に
既
報
。

２
．
殉
教
者
祭
に
つ
い
て
は
、

教
区
ニュ
ー
ス
３
月
号
に
既
報
。

３
．
金
銀
祝
に
つ
い
て
は
、

４
月
13
日
の
聖
香
油
ミ
サ
の

中
で
行
わ
れ
る
。

・
司
祭
叙
階
金
銀
祝
該
当
者

�

金
祝
：
ダ
ン
フ
ィ
ー
・

ウ
ォ
ル
タ
ー

�

銀
祝
：
フ
ェ
レ
イ
ラ・デ・

メ
ロ　

デ
ィ
ヴ
ィ
ノ　

ア

ン
セ
ル
モ
神
父　

九
里
彰

神
父

・�

修
道
者
、
奉
献
生
活
者
誓

願
金
銀
祝
該
当
者

�

金
祝　

Sr.
永
井
和
子
、
小

椋
ユ
キ
子
（
聖
マ
リ
ア
在

俗
会
）

�

銀
祝　

Sr.
石
野
清
子
、
Sr.

吉
岡
悦
子

４
．
シ
ノ
ド
ス
に
つ
い
て

松
浦
司
教
よ
り
、
２
０
２

１
年
12
月
３
日
付
司
教
文

書
「
シ
ノ
ド
ス
質
問
書
」
に

つ
い
て
、
確
認
し
て
ほ
し

い
。
小
教
区
単
位
、
任
意
の

グ
ル
ー
プ
等
で
分
か
ち
合
っ

た
り
、
ま
た
は
個
人
で
も
よ

い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

を
４
月
末
ま
で
に
教
区
事
務

所
へ
メ
ー
ル
で
送
っ
て
ほ
し

い
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
ま

と
め
て
５
月
末
に
中
央
協
議

会
へ
送
る
予
定
。
ま
た
寄
せ

ら
れ
た
意
見
は
、
教
区
と
し

て
来
年
度
以
降
、
福
音
化
養

成
委
員
会
の
研
修
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。

5
．
そ
の
他

教
区
典
礼
委
員
会
よ
り
、

初
め
て
の
典
礼
委
員
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
５

月
連
休
に
北
陸
地
域
、
そ
の

後
、
東
海
地
域
で
新
し
い
ミ

サ
典
礼
書
の
研
修
会
を
信
徒

対
象
に
開
催
。

【
審
議
事
項
】

1
．
来
年
度
の
各
委
員
会
の

予
算
審
議
に
つ
い
て

福
音
化
養
成
委
員
会
の
予

算
が
、
今
年
度
７
万
円
が
来

年
度
30
万
円
に
急
増
し
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
福
音
化
養
成
研
修
会
が

で
き
な
い
考
え
の
も
と
で
、

委
員
会
議
の
交
通
費
の
み
計

上
し
た
。
来
年
度
は
研
修
会

を
実
施
で
き
る
可
能
性
を
鑑

み
計
上
し
た
。
こ
の
件
に
関

し
て
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
、
最
終
決
定
は
教
区
顧
問

会
で
さ
れ
る
。

２
．
名
古
屋
教
区
設
立
１
０

０
周
年
行
事
に
つ
い
て

・�

先
週
、
各
小
教
区
、
修
道

院
、
諸
団
体
等
に
「
教
区

聖
年
開
始
ミ
サ
」
の
案
内

と
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を

送
付
し
た
。

・�

１
０
０
周
年
事
業
の
１
つ

で
あ
る
巡
礼
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
の
提
案
の
審

議
、
意
見
が
あ
っ
た
。

・�

濃
尾
崩
れ
関
連
巡
礼
路
に

つ
い
て
殉
教
者
顕
彰
委
員

会
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
３
月
末
か
４
月
初

旬
に
は
出
来
上
が
る
。

・�

教
区
設
立
当
初
の
５
つ
の

教
会
を
巡
礼
す
る
案
が
あ

る
が
、
創
建
当
時
の
面
影

の
あ
る
の
は
主
税
町
教
会

の
み
。
古
い
教
会
や
、
特

徴
あ
る
教
会
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
巡
礼
す
る
。

・�

幼
稚
園
を
併
設
し
て
い
る

教
会
は
、
中
に
入
る
の
に

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・�

子
供
や
青
年
向
け
の
巡
礼

を
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

結
論
と
し
て
、
次
回
６
月

の
宣
教
司
牧
評
議
会
ま
で

に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
最
低
１
つ

推
薦
教
会
を
挙
げ
、
ま
た
巡

礼
の
様
子
、
条
件
な
ど
の
説

明
を
加
え
る
。

・�「
名
古
屋
教
区
１
０
０
周

年
の
祈
り
」
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
、
最
終
的
に
は
司

教
に
一
任
し
以
下
の
よ
う

に
確
定
し
た
。

名
古
屋
教
区
設
立
１
０
０
周
年
の
祈
り

　

す
べ
て
を
つ
く
り
、
い
つ
く
し
み
の
心
を
も
っ
て

歴
史
を
導
か
れ
る
神
よ
、
名
古
屋
教
区
設
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
こ
の
地
に
ま
か
れ
た
福
音
の
種
は
、
先
人

た
ち
の
深
い
信
仰
と
宣
教
の
熱
意
に
よ
っ
て
激
し
い

迫
害
の
時
代
を
乗
り
越
え
、
４
５
０
年
後
の
今こ

ん

日に
ち

ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
名
古
屋

教
区
は
国
籍
を
超
え
た
神
の
国
の
し
る
し
と
な
る
共

同
体
と
し
て
、
新
し
い
時
代
へ
と
漕
ぎ
だ
し
て
い
く

時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
困
難
が
あ
ろ
う
と
、
キ
リ
ス
ト

が
い
つ
も
共
に
い
て
く
だ
さ
り
、
限
り
な
い
い
つ
く

し
み
の
心
を
も
っ
て
導
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。
主
が
い
の
ち
を
か
け
て
示
し
て
下
さ
っ

た
喜
び
の
福
音
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
受
け
と

り
、
主
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、

わ
た
し
た
ち
が
無
関
心
を
遠
ざ
け
、
す
べ
て
の
い

の
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
聖
霊
に

よ
っ
て
励
ま
し
、
世
に
遣
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

母
で
あ
る
聖
マ
リ
ア
、
わ
た
し
た
ち
は
「
小
さ
な

群
れ
」
の
教
区
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト
の
思
い
を
し
っ

か
り
携
え
、
い
の
ち
の
道
を
希
望
を
も
っ
て
歩
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　

わ
た
し
た
ち
の
し
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
。

ア
ー
メ
ン

（
２
０
２
２
年
３
月
６
日　

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
認
可
）

カ
ト
リ
ッ
ク
一
信
徒
の

分
か
ち
合
い
チ
ャ
ン
ネ
ル

小
教
区
で
の
「
御
言
葉
の

分
か
ち
合
い
」
の
実
践
を
目

的
と
し
、Y

outube

で
動
画

の
配
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
信
徒
は
ミ
サ
に
お

い
て
司
祭
に
よ
る
説
教
を
頂

き
、
神
学
に
基
づ
い
た
教
え

を
受
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
御
言
葉
は
私
た
ち
信
徒

一
人
一
人
に
も
日
々
語
り
掛

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
御
言
葉
を
黙
想
し
、
神

様
か
ら
「
今
日
は
こ
ん
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ

う
に
思
う
」
と
い
う
こ
と

を
、
信
徒
が
分
か
ち
合
う
こ

と
で
、
神
様
か
ら
の
光
は
何

倍
に
も
な
り
、
互
い
の
信
仰

を
深
め
、
高
め
合
い
、
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
分
か
ち
合
い
」
と
い
う

と
、
言
い
た
く
な
い
こ
と
を

無
理
に
言
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
場
、
と
い
う
連
想
を
さ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
ち
ろ

ん
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
日
は
何
も
心
に

響
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
時

も
、
集
う
他
の
方
の
分
か
ち

合
い
を
と
お
し
て
気
づ
か
さ

れ
た
り
、
光
を
頂
く
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
、
共

同
体
の
恵
み
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
互
い
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
、
大
切
に
す

る
こ
と
も
大
切
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
集
っ
た
場

で
心
開
か
れ
、
信
頼
の
中
で

分
か
ち
合
っ
た
内
容
な
の

に
、
そ
の
場
に
い
な
か
っ
た

方
に
噂
話
の
よ
う
に
伝
わ
る

と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
避
け

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
分

か
ち
合
い
の
場
で
聞
い
た
こ

と
は
、
そ
の
場
に
い
な
か
っ

た
人
に
話
さ
な
い
」
と
い
う

こ
と
は
、「
御
言
葉
の
分
か

ち
合
い
」
を
教
会
共
同
体
で

長
く
続
け
て
い
く
た
め
に
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
御
言
葉
の
分
か

ち
合
い
」
の
場
で
は
、
神
様

に
そ
れ
ぞ
れ
が
願
い
出
た
い

こ
と
を
、
自
由
に
祈
る
こ
と

も
勧
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
由
に
自
分
の
言
葉
で

祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
今
自

分
は
神
様
に
何
を
言
い
た
い

の
か
、
願
い
た
い
の
か
」
を

自
覚
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ

の
こ
と
か
ら
自
分
の
神
様
へ

の
思
い
も
言
葉
に
す
る
こ
と

で
分
か
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

人
前
で
話
す
の
が
苦
手
な

方
、
抵
抗
の
あ
る
方
に
無
理

に
参
加
を
促
す
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、　
「
御
言
葉
の
分

か
ち
合
い
」「
自
由
な
言
葉

の
祈
り
」
は
、
想
像
さ
れ
る

以
上
に
自
分
自
身
の
信
仰
を

真
剣
に
見
つ
め
な
お
す
機
会

に
な
り
ま
す
し
、
参
加
さ
れ

た
ほ
か
の
方
の
言
葉
、
信
仰

を
と
お
し
て
教
え
ら
れ
る
こ

と
は
と
て
も
多
い
の
で
す
。

心
開
か
れ
る
方
、
興
味
を
持

た
れ
る
方
に
は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
で
す
。

当
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
そ

の「
御
言
葉
の
分
か
ち
合
い
」

の
一
例
を
配
信
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
頂
き
、
小

教
区
で
の
実
践
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

�

多
田
め
ぐ
み（
平
針
教
会
）

連
絡
先

yam
anom

oricecilia@
�

gm
ail.com

番組QRコード

音
化
推
進
部
と
宣
教
司
牧

評
議
会
事
務
局
で
決
め
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
良

い
ア
イ
デ
ア
や
意
見
が

あ
っ
た
ら
、
推
進
部
事
務

局
ま
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い

と
要
望
が
あ
っ
た
。

③�

教
区
設
立
１
０
０
周
年
記

念
誌
担
当
の
浅
井
神
父
か

ら
、
小
教
区
の
周
年
事
業

記
念
誌
が
あ
れ
ば
、
早
急

に
教
区
事
務
所
に
提
出
し

て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ
っ

た
。

名
古
屋
教
区�

一
粒
会
だ
よ
り

�

第
２
号
発
刊

一
粒
会
だ
よ
り
第
２
号
が

４
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

小
教
区
に
配
布
済
み
で
す
の

で
、
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一
粒
会
は
司
祭
養
成
の
後

援
会
で
す
。教
区
内
の
司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
、
求
道
者
の

全
員
が
会
員
と
な
り
、
司
祭

の
召
命
と
養
成
に
寄
与
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区

第
２
回
宣
教
司
牧
評
議
会（
３
月
６
日
）

議
事
録
の
要
約

３
．
そ
の
他

①�

金
銀
祝
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

祝
を
新
た
に
加
え
る
提
案

が
あ
り
、
来
年
度
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
決
定
。

②�

今
年
度
か
ら
実
施
す
る

「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守

る
た
め
の
月
間
」
と
「
平

和
旬
間
行
事
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
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ゴ
ー
ル

達成率
約79.2％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

645件 31,689,755円
（3/31現在）目標額 40,000,000円

協力協力協力協力

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

建
設
費
の
返
済
に

建
設
費
の
返
済
に

　　
をを

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

5
月
の
教
会
暦

１
日
㈰	
復
活
節
第
３
主
日

２
日
㈪	

聖
ア
タ
ナ
シ
オ
司
教
教
会
博
士

（
記
）

３
日
㈫	

聖
フ
ィ
リ
ポ　

聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

（
祝
）

８
日
㈰	

復
活
節
第
４
主
日

	

世
界
召
命
祈
願
の
日

14
日
㈯	

聖
マ
チ
ア
使
徒
（
祝
）

15
日
㈰	

復
活
節
第
５
主
日

22
日
㈰	

復
活
節
第
６
主
日

	

世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

26
日
㈭	

聖
フ
ィ
リ
ポ
・
ネ
リ
司
祭
（
記
）

29
日
㈰	

主
の
昇
天
（
祭
）

31
日
㈫	

聖
母
の
訪
問
（
祝
）

6
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

５
日
㈰	

聖
霊
降
臨
の
主
日
（
祭
）

12
日
㈰	

三
位
一
体
の
主
日
（
祭
）

19
日
㈰	

キ
リ
ス
ト
の
聖
体
（
祭
）

23
日
㈭	

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生
（
祭
）

24
日
㈮	

イ
エ
ス
の
み
心
（
祭
）

26
日
㈰	

年
間
第
13
主
日

	

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金　

29
日
㈬	

聖
ペ
ト
ロ

	

聖
パ
ウ
ロ
使
徒
（
祭
）

教
区
行
事
予
定

5
月

１
日
㈰	

恵
方
町
教
会
堅
信
式
＊

７
日
㈯	

宣
司
評
運
営
委
員
会

８
日
㈰	

城
東
Ｂ
会
議

11
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

13
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会

14
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会

15
日
㈰	

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ

（
中
止
）
＊
／
城
北
Ｂ
会
議
／

青
年
委
員
会
／
一
粒
会
「
委
員

総
会
」

17
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会
／

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

樹
の
会

19
日
㈭	

月
集
＊

21
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」
／
樹
の
会
「
総
会
」

26
日
㈭	

顧
問
会
＊

28
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊

29
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
「
兄
弟
の
集
い
」
／
北

陸
Ｂ
会
議
／
城
北
橋
教
会
堅
信

式
＊

6
月

５
日
㈰	

宣
教
司
牧
評
議
会
＊
／
布
池
教

会
堅
信
式
＊

10
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会
「
学
習

会
」

11
日
㈯	
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
使
途

職
大
会

12
日
㈰	

多
治
見
教
会
堅
信
式
＊

13
日
㈪	

松
浦
司
教
着
座
記
念
日

14
日
㈫	

樹
の
会

16
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊
／
月
集

18
日
㈯	

レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
黙
想
会
」

19
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会

21
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

23
日
㈭	

司
祭
評
議
会
＊

25
日
㈯	

濃
尾
Ｂ
会
議

26
日
㈰	

一
粒
会
の
集
い
（
東
海
地
区
）

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

5
月

12
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

17
日
㈫	

社
会
司
教
委
員
会

31
日
㈫	

南
山
評
議
員
会

6
月

２
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

14
日
㈫
～
15
日
㈬	

管
区
司
教
会
議

◇
5
月
の
炊
き
出
し　

木
５
日
布
池
、
12
日
南
山
・
樹
の
会
、

19
日
聖
霊
・
南
山
・
樹
の
会
、
26
日
城

北
橋　

金
６
日
喜
望
の
会
、
13
日
布
池
、

20
日
Ａ
Ｊ
Ｕ
・
恵
方
町
、
27
日
南
山

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
そ
の
他
に
よ
り

中
止
・
延
期
と
な
っ
た
教
区
諸
行
事

《
中
止
》

〇
５
月
15
日
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ

Sr. 浦田カズ代 展
― 旅ゆく家族 ―

　名古屋では12年ぶりの発表。聖書物語、母子像、イメー
ジ風景などの世界を描き続けるSr. 浦田カズ代の世界を
ご覧下さい。
日　時　 5月18日（水）～23日（月）　�11：00～18：00　�

最終日は16：00
会　場　�ギャルリーくさ笛�

名古屋市中区栄3-27-22 kuze-bild 3F�
☎052-262-2335�
矢場町駅⑤出口より西へ徒歩3分スギ薬局北側

☆�「いのちの扉に風が吹くとき」 ― 絵画、詩集も販売。
収益金の一部をウクライナ危機人道支援のためカリ
タスジャパンを通して寄附します。

　�賛助出品として、口で描き続ける岡部彩の作品も展示。

連絡先　�八王子市滝山町2-600　純心聖母会�
Sr. マリア・サピエンチア浦田カズ代�
kzysapientia@gmail.com

一粒会・委員総会の開催
日　時　5月15日（日）　13：30～16：00
場　所　布池文化センター
　　　　�コンコルディアホール
　　　　（布池教会　大聖堂西側）
出席者　名古屋教区全小教区の一粒会委員
問合せ　一粒会委員長　西村由美子
　　　　☎/FAX 0561-54-9754
　　　　（ショートメール）090-1279-9932

小牧ワイナリーからお知らせ
　AJU 自立の家小牧ワイナリー
では、昨年の夏、多治見修道院で
収穫されたぶどうで作った新酒の
ワインがついにできました！　そ
の名も「2021ななつぼし桜ロゼ」。
　桜のような淡いローズピンク色
のロゼワイン、ほんのりと豊かな
甘い香りがいっぱいに広がり、心
地よい春を連想させます、フルー
ティーで大変飲みやすく、小牧ワ
イナリーこの春一押しのワインです。数量限定です、
ぜひ、この機会に神のめぐみをご堪能下さい。

問合せ　�小牧ワイナリー�
〒485-0806�
愛知県小牧市大字野口字大洞2325番2�
☎0568-79-3001　�
ファックス番号 0568-79-3002�
メール：komakiwinery@aju-cil.com

定休日　月曜 & 第2・4火曜
検索は「小牧ワイナリー　オンラインショップ」まで
https://komakiwinery.jp/

新刊書紹介   �
「司祭召命のたまもの――司祭養成基本綱要」
　1970年公布の『司祭養成基本綱要』に、世界情勢の変化に対応し
改訂を施す。司祭になるための初期養成と司祭になってからの生涯
養成を一連の歩みとして捉え、司祭助祭を目指す神学生や助祭だけ
でなく、すべての司祭・司教、そして初期養成と生涯養成にかかわ
るすべての人へと向けられた文書。

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 

 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　

時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00

名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター

相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

聖マリアの無原罪教育宣教修道会
「青年のための聖書の学び」案内

　毎月マルコ福音書を1章ずつ読んで分かち合いをします。
2022年4月～7月の予定　5月22日（日）　裏切りと断罪　（マル14・32～72）
「イエスの胸の内」や「行動」、人々の反応に想いをはせます。
＊�諸事情により一週間ずれることがあります。参加希望者は日時をご確認ください。

場　所　�聖マリアの無原罪教育宣教修道会岐阜修道院・聖マリア女学院（マド
ンナホール）　〒501-2565 岐阜市福富201

係　り　シスター碇（いかり）　☎058-229-3985（修道院）
　　　　☎080-1560-7429（碇・携帯）　080-1560-7429@docomo.ne.jp
交　通　�JR 岐阜駅から市バス12番乗場、三田洞バス停下車（27～28分乗ってい

ます）。乗車時にTEL下さい。バス停で待っています。自動車で来ら
れる方は聖マリア女学院でナビ設定のこと。

サダナ ～神への道～【入門コース】
　聖イグナチオの霊性を基に、「心と知性の静けさ」「神様との個人的な触れ合い」を
体験します。
日　時　入門Ａ　5月15日（日）9：30～17：00
　　　　入門Ｂ　6月26日（日）9：30～17：00
　　　　入門Ｃ　7月10日（日）9：30～17：00
場　所　聖霊会八事修道院　ミッションセンター
　　　　名古屋市昭和区八事本町1番地（駐車可）
指　導　植

うえ

栗
ぐり

　彌
わたる

神父（イエズス会）
問合せ　撹

かく

上
あげ

暁
あき

子
こ

　メール ngosdn@gmail.com　☎050-7108-7410
参加者の声　右QRコードよりご覧ください。

〈2022年度の予定〉
■（初）リピーターの会（入門ＡＢＣ経験者のみ）
　 以下Aと Bは別内容。いずれかだけでも参加可能。
 　Ａ　11月5日（土）、　Ｂ　11月6日（日）
■（初）サダナ2（入門ＡＢＣまたはサダナ1経験者のみ）
 　4日間参加可能な方のみ。部分参加は不可。
 　2023年2月4日・5日（宿泊）　2月11日・12日（宿泊）

原タイトル　�The Gift of the Priestly Vocation: Ratio Fundamentalis Institutionis Sacerdotalis
著者　教皇庁聖職者省	 発行日　2022年3月28日
判型　A5　ページ数128P	 価格　本体価格　1500円（税込1650円）　発売中
申込　カトリック中央協議会出版部まで。☎03-5632-4429　FAX 03-5632-4456
全国のカトリック書店で取扱っています。

訂
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区
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ー
ス
４
月
号
で
名
古
屋
教
区

殉
教
者
祭
金
沢
卯
辰
山
の
ミ
サ
開
始
時
間

を
14
：
00
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
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：
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で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
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致
し
ま
す
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2021年度「第46回日本カトリック映画賞」決定
　カトリックの国際的な団体であるSIGNIS（世界カトリックメディア協議会＝本
部・ブリュッセル）の日本組織 SIGNIS JAPAN（カトリックメディア協議会、会長・
土屋至）は、2021年度の「日本カトリック映画賞」に、劇映画「梅切らぬバカ」（和
島香太郎監督、77分）を決定した。5月21日にカトリック浅草教会で授賞式と対談
（和島香太郎監督×シグニスジャパン顧問司祭・晴佐久昌英神父）を行う。
日　時　 5月21日（土）　13：00～15：00
場　所　カトリック浅草教会　東京都台東区浅草橋5-20-5
内　容　13：00～授賞式、14：00～対談
問合せ　SIGNIS JAPAN　東京都港区赤坂8-12-42　女子パウロ会内
　　　　☎81-3-3479-3941　FAX 81-3-3479-3944　http://signis-japan.org
　　　　info@signis-japan.org


